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Fusiondreamsdelayed
international partnersare‖kelytO scale backthefirst versiOn ofthe iTER reactor CeofFB赫

:repOrts.

ST PAUL‐ 1●フ‐DunANCL FRANCE
ITER――a nlulti_billiOn― curO internatiOnal

agreement was signed in 2006.

The new scheme,known as Scenari。 1'tO
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遠退くい 夢

饉際的なバートナーたちは rFER接融合炉
の初期段階での規模神 Jヽするものと見ら

れている。

rrER―エネルギ■源としての核融合を実護

することを目的としたを数十億■―tl規模
の国際的実験炉―は、初期段階的としては

一

ちが最初に期待してをヽたよりも

遥が碍 こ蜘 まないものになることが分
力った

膨れ上がる費用と度重なる遅れに画面しな
がら、1:ヒxの貢献国である劉嘉ま まず最
初に装置つ骨格から建設疇 めたよう規
昨年の 7月 、プロジェクト羽黎鵜舗よ 装

塾ま
"■
年に稼動させるべきであると発

表した :必要最小限のものだけを装備した

装置であ畑ま それは可能であると考えら

れた
―
べB,印 000郷 。しか臥

エネルギことしての骸融合の実護のための

最ウr)麹ま― 物 的 ま
…ること:漱いであろう。これは a06年に

融訳 鶴定が締結された際に設定された期
日より5年も露れることになる。

‖LK関係者たちの間で ,オリオ1」 とし
て知られている新しい計画が、参加7極優U、
日本 韓国、ロシア、米国、中国およびイ

ン→全ての代表を交えて、6月 17‐18日に

茨城県水戸市にて開催される協議会で議論

さ妨 でこの議配■ 11月に餞 る理事

会にて承認されることが期待されてい乙

実踪のところ、そのシナリオは計画を進め

るため-Omで あろう。輔 用は
な 年にプロジェクトによって提示された

∞億■―口(■億LS t"二盤鏡
がると予想される:L“

―

、
当初の設計との差異、および調達を管理す

るための人材の予想外の増員が保囚となつ

ている。I:掛くの運用躙目こおける費用 響I

途、
"千
日、
"億
ューロ)も上昇する可

能組チヽある。

実際、::LKし功も最終的な費用は予想が
●/J喘じし、::LXの首席副機鏡長であるノル
ベルト・ホルトカンプ博士は次のように述
べ亀「/ロジェクトのま津纂韻 の々参加極
によっ

―

されており、中発囲認こ

はどのくらいの費用が使われているのかを

判断する手段がなし、そして、彼らも決し

て我々に話そうとはしなし、 しかし、それ
でも和瑠 ,なし、J

rmRを建設するために,ま ま機 作

らなければならないJと、ホルトカンプ博
士感続けた 「エネルギー生産の実験へと展
開する前に、主要機器が実際に動くかどう

かを臨認することが必要なのです,これが

最も適切な報 であることは明らか言 。」

なぜ今、シナリォ1が推し進められている

かということについて、ホルトカンプ博士

は「私がプロジェクトに参加してから当初
のIlaを見直すのに時間がかかったので

■ と答えた

核融合の研究者たちは、相当量のエネルギ
ーを生産することのできない恒久的な小型

装置とする代替案よりも、シナリオ 1の方
が望ましいと口にする。「半分のサイズの

FTERを建設することはできま翡 、なぜな

ら、そのまま続けてもはつきりとは答えを

見つけられないからです」と、イギリス原

子力公社のカラム核融合研究所スティープ

ン・カウリ静 ま言った

プロジェクト費用の高騰と期間の延長は、

書 算を年末までにまとめようとして
いる ::Lxのメンバ‐たちを苛立たせてい
る。「みんなうんざりしていますよ」と:政
治的感覚からあえて匿名を希望した、交渉
に逝詩ヽノ崚嬢嵩言った

::LKはかつて提案された核融合実験の中
でも最も野心的なものである。その中心部
はトカマク 図参照Dと して知られるドー
ナン型の装置であり、磁場を用いて水素同

位体を開し込め、核融合するまで何億度と
いう高熱にま奮 る。そ彙 じる

核融合反応:ム 原理上、電力を発生するた

め:こ利用出来る高エネルギー中性子を放出

する。通常の水素では大電力を生成するた

めの十分な核融合反応を引起こすことはで

きないが、重水素と中 素を装置
に注入することにより、熱出力約g"メガ
ワットーその装置を通転するために必要な

電力の約10倍二を強職すること力`出来ると

されている。それを達成することは、実用

炉の実勢ま数十年先のことであるとしても、

長年の目標である懐融合エネルギー実現の

証とな乙

装置に係わる費用はかつての三倍となって

いる。1980年に

“

億ドルで計上された予

算は、その後十年間の間で約二倍にまで眺
ね上がった。そのことに連邦議会は怒りを

表し199鮮科錮 を‖LR論面より離説さ
せた。その他の参加極―ヨーロッパ、ロシ

アおよび日本ま60億 ドル内で収まるよう、
薔闘 |を惟じ縫聾らた

J崎

再設計はロバート・エマール博士―フラン
スのトカマク装置に トール・スープラ (カダ

ラッシュ)を指揮したフランスの著名な物
理学者―に託された。エマール博士は、初

期の設計チームの半分の人員である70人の
スタッフと共にわずか3年で装置全体を再
設計した「TERを現在の大きさまつ反聾ヒ

することに加え、費用Hll減の前提を設定し

た 新しし望計では、付赫 よ晴

部品の費用を計算から外し、幾っかの建屋

:群疑筵毅爾することとした その議講ま、
60億 レな で収めるための手段として、
2004年にHLK計画第相醸こ承認され、米
国が再参加を表明し、そしてインド、韓国

および中国が計画に加わった際に、べ‐ス

ラインとして用いられた

エマー′Ctlま、この再設計されたものは
榊 な湧翅圏マ輔背弩議尊で tt/Fく 、1:LK場り澤

極のこ縄 が、どの設叡難 るかを決
めるためのガイドラインとしての役割を果
たすものであると主要する。これは、様々

な機器の価値に費用を割り当てるものでは

なく、参加極が

…

の貢献分として、

どの機器を提供するかを交渉するために用
いる「FER価額しを表している。職 ち
が規定したものは費用ではなく、‐種の価

値です詢 と、ェマー/ble■l調魔けた

¬騒列 :掛け願参加自ょ工v-7黎疑つ
設計が適切なレベルで細部にも踏み込んで
いると言う。「あ油中 です」と、欧

州委員会研究総局ェネルギ‐局長であり、
‖LK理事会の欧州代表であるオクタビ。キ
ンタナ・トリアスは言う。「据こ進めてよい

という確約を得るまで、設計を進めたり、

改良したりすることはありませれ 」

しかし米国の一部の当局者は異なる見解を

示してい魏 翻み々嶽 設計の800/.は既に済
んでおり、残りの2磁α啜計を行なうだけ
であると考えたが、そォ磁シ貯%以上である
ということ力棚 した∫ と米国エネルギー

省の前科学課長であり、今年までHLK理事
会の米国代表を務めるレイモンド・オーバ

ック博書靖 った

2006禁こ織 ,薦認さ力し課 こ析しく識
されたrrER翻ょ 2001年のエマ‐ル博
士の設計をレビューし完成させるため、初

期の設計段階¶ま予想されていなかったあ

る種の不安定性を制御するための超伝導コ

イルを含むいくつかの部品を取り入れて、

本柏的に活動を開始した。その調整尋ま時

間と費用力彎 ある。

麺 7横″理購嚇鋼関も、H LKに導詢畷鵜器を

提供するための機維なネットワークを構築
するために奮闘している。それぞれの機器
の倒躊ま[:LR機構が決定するが、産業界と

契約を結び製造を監督するのは個々の政府

機関となる。

どの国が何に貢献する力ヽま■連の動
めに詳述されているが、これらi議出が遅
れている。本来、2008年の終わりにはお
件の調達取決めが準備されている予定であ
つたが、200年 5月現在、17件だけが締
結されてい&
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この遅れlま、契約を締結する各種内の組織

立ち上げによるところがある、と欧州産業

界との喫約を監督するパルセロナにある核

融合エネルギーの辞議長であるNiek b"s

Q」膨oは言う。“IRを建設すること:ま宇
宙ステーションを― るようなものであ

るが、今まさにLASAやヽた億洲詢

を立ち上げているようなものだF

交潔こおいて、各極は装置に用いられる最

も技術的に高度な部品に関する分担の話し

合いを行い、その結果、単一の構成機器は

複数の極から提供される部品:こより構成さ

れることになる。その例として、磁場コイ
ノ嘱こ使われる 1観 嚇 キロメートルの超伝

導線ま中国、日本、ロシア、韓国、欧州お

よ蜘 饉 されること|こなる。

契約の締結、製造ラインの設置、そして7

極に渡る品質管理を確保するため、3極の

みが参加していた2001年に想定されたより

も多くの人的資源が必要となる。ホルトカ

ンプ博士は、IT釈 機構がこれらの仕事を行

うための人員を 7"人にまで増やう必要力I

あると言う一これは、当初の計画よりも

あ%増となる.

御 毒爾自取決めの

―

により

費用削減を図ることは出来たはずであるが、

それは政治的な観点からすると現実的では

なかったと、耳雲勒 池田烏ま言う。
「各極にとって第一の目的:勒 設計、
製作そしてin― を得ることにある」
と池田碑奏豪 、ヽ「エネルギーを生産する核

融合炉建設のために必要な知識を得られる

のであれば、ほとんどの塾ま費用の負担増

を進んで受け入れるようだしと続けた

各麓政府機関は、増大する費用負担の準鋳

を進めている。昨年、米国は自国の貢献に

かかわる予算を22億 ドルまCiき上批 ―
これは当初予定していた金額の三倍にあた

る。一方で欧州は、IIIER計画のための建屋

の建設に係わる費用増大の問題に取り組ん

でいる。「私たち動 要でないものを排

除する努力をしているところです」とトリ

アス博士は言う。略極ともそれぞれ、自国

薇 を抱えている」と、IT醸 ―
Aoロ

シア代表であるエフゲニ・ベリホフ氏はそ

う言いながらも、「しかし、ロシアには自曇

― を果たす上螂 帥 もなし、 と

結すた

ITm詢 轟豪墟場にぃるこれらの人々 は、
シナリオ1が計画を前に進めるための現実

的か唯一の手段であると見ている。この計

画の下、核融創興ま最初の段階として、幾
つかの重要かつ高価な機器を除いたうえで

建設されるとみられる。これらの除外され

る機器には炉内遠藤壁、 トリチウムを発生
させるリチウムプランケットのような新し

い材料開発のための試験機器、ダイバータ

に沿つてトカマクの底に設置される熱を安

全に装置外に取り議すためのタイルなどが

含まれる。また、燃料を装置に供給する中

性粒子ビームのための高価な加速器や、プ

ラズマをさらに加熱するために設計された

いくつかの高周波機器も先送りされると見

られている。これらの機器なしには、IIB
ι劇勝κ褻のプラズマしか取扱うことが出来

ず、重水素やトリチウムのプラズ々 を取扱

うことは出来な。、

この計画により、
「

麒 にトリチウムを入射

する段階―これによつて装置が広範囲に渡
って立ち入り禁止となる―に至る前に、科

学者と技術者たち:ょ IIER力報醸
=戦
動産

るとしヽうことを確認すること力主でき貌 「皆
が成功留願っているのですこそして成功す

るためにはこの方法しかありません」と、
ホルトカンプ博書靖 った 「鰹む置まない

のです

“

LVidけ回麒通による遣秘瞬響艶83ベー
ジ棘


